
令和２年度 本校教育構想図 

 

本校の教育目標 

「何事も興味を持って、夢抱き、その実現に向けて挑戦する児童の育成」 

重  点  実  践  事  項 

確かな学力の向上 
① 小中一貫教育を推進するため、家庭や小・

中と連携した学習規律の徹底 

② 全学調・県学調における的確な分析と課題

の明確化及び学力向上検証改善サイクルの活

用 

③ 授業力の向上（一人一回以上の研究授業の

実施、めあて・まとめ・振り返りの徹底、ス

ーパー事後研の実施） 

④ 家庭と連携した家庭学習の習慣化 

⑤ 授業における ICTの効果的な活用（授業

の質的転換） 

⑥ 学びのつながりを意識した英語教育の充実 

⑦ 放課後学習等の充実 

⑧ 図書室の計画的活用による自主的、自発的

な学習活動及び読書活動の充実 

 

 

 

 

たくましい心身の育成 
① 交通事故の防止（危険予測学習の充実） 

② 体力向上プランの作成と活用 

③ 体育授業の充実（事例集の活用） 

④ 免疫力を高める取組等、健康教育の充実

とラジオ体操の促進 

⑤ 食育の推進（職に関する指導の計画的な

実施及び家庭と連携した、職に関する指導

の徹底） 

⑥ う歯治療率の向上 

⑦ 命の大切さを学ぶ講話や体験活動の実施 

⑧ 防災教育、防災管理の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな心の育成 
① 「特別の教科 道徳」の充実（考え、議

論する道徳） 

② いじめ・不登校・問題行動等の未然防止

と早期発見及び早期解消（関係機関との連

携） 

③ 心の居場所としての魅力ある学級づくり

（子どもの居場所づくり推進テーブル） 

④ 環境教育の推進（学校版環境 ISOの充

実） 

⑤ 規範意識と支持的風土の醸成 

 （あいさつ、返事、靴そろえ、時間を守

る、話を聞く、掃除の徹底） 

⑥ 保護者や地域と連携した情報モラル教育

の推進 

⑦ ことば教育の日常化 

⑧ 教育相談における連携協力体制の充実と

強化 

⑨ 体験活動や基礎的・汎用亭能力の育成等

を生かしたキャリア教育の充実 

〇保護者や地域との信頼と連携が取れ

た学校 

〇学習環境が整備され、清潔で潤いの

ある学校 

〇安心して学び、自分の力を発揮でき

る学校 

〇家庭や地域住民に信頼され大事にさ

れる学校 

〇幼・保、小、中の連携がとれた学校 

 

〇礼儀正しく、仲間を大切にする子

ども 

〇志を抱き、困難に立ち向かう忍耐

力と行動力を持つ子ども 

〇様々な考えや異なる価値観を受け

入れる対応力を持つ子ども 

〇郷土への愛着や誇りを持つ子ども 

 

 

〇教育的愛情と豊かな人権感覚を備え

た教職員 

〇使命感と向上心を持ち、互いに切磋

琢磨しながら資質向上に努める教職

員 

〇組織の一員としての自覚を持ち、和

を尊重する教職員 

〇子どものよさを認め、褒め、励ま

し、鍛えて伸ばす教職員 

 

保護者の実態 
熊本市に隣接し人口が密

集している地域である。転
入する家族が多く、保護者
の価値観が多様化してい
る。PTA活動に協力的な家
庭が多い。家庭支援が必要
な家庭もあり、連携して取
り組む必要性がある。 
 

児童の実態 
 元気で明るく、一生懸
命取り組む児童が多い。
あいさつや掃除を丁寧に
取り組む姿が見られる。
学力は学年によって格差
が見られ、支援を要する
児童おり、学習指導の工
夫が必要である。 
 

学校経営の方針 
「学び続ける教職員が、自立に向かう児童を育てる学校」 
１ 教職員の豊かな感性と人権感覚を基底とした心の育成に努
める。 

２ 互いの創意工夫により、児童の興味・関心を引き出し、挑
戦していく態度を育成する。 

３ 保護者や地域住民との連携を図り、信頼と期待に応える教
育に努める。 

 

キーワード：「そろえる」 「続ける」 「振り返る」 

熊本県教育大綱 

第２期くまもと「夢への架け橋」教育

プラン 

熊本県教育庁各課取組の方向 

菊池教育事務所取組の方向 

合志市教育委員会学校教育努力目標及

び具体的実践事項 

 

日本国憲法・教育基本法等関係法規 

人権養育の指導方法等の在り方につ

いて【第三次とりまとめ】 

熊本県人権教育啓発・基本計画 

部落差別の解消の推進に関する法律 

いじめ防止対策推進法 

 

合志市教育基本テーマ 

「未来を拓く心豊かな人材を友

に育む」 

学校教育努力目標 

“学校・家庭・地域・行政、そ

して子どもたちが一体となった

未来を拓く教育の創造” 

 

校  訓 

明るく 

かしこく 

たくましく 

 


